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f鮪媒j の 刊行

鯖線研究所長

小 古島 拝

化皐工業の接展は鯛媒の研究成果に負ふととろが極めて大きい.それは設に改

めて説くまでもない確定的な事責であるが，女凶可にして趨Eなる鯛媒を得るかと

いふ段になると，一切が偶然の接見に倹つかの知き扶態を今もなほ股し得ないの

である.ζの賄頗る科砦i主に融けたものがあって，まととにj貴蹴な ζとであると

いはざるを得ない.

本研究所では，研究の組織的韓系を立てτ以上の告発陥を補はんとし司先づ精E

化皐的に接輯反庭の斑論確立を第一目標となし，次いでその理論の線に添って鱒

媒の本質を究め，更に鯖媒反鷹利用の強化とす[鯖媒の創見に童黙を移すといふが

如き方針の下に，研究の歩を進めて行く考へである.また一方生物事の3立場より

して，生物鰹内に於ける各種の合成反騒が特殊なる生活蛋白質によDτ逮行せち

るるを見れぽpζれ等の蛋白質も亦鯖媒とし屯考ふべきは嘗然であらう かくて

鰯媒研究は盆令この方面に開拓の手を伸すととにより〉異にその科皐的使命を達

成するものと信じて疑はない.従って本研究所では生物皐の分野にも惨透して司

深く探究の歩を進めて行きたいと考へてゐる.

本研究所は，昭和十八年一月に勅令を以て北海道帝閤大串に附置せられたるも

ので，爾来僅に二箇年半を経過したじ過ぎな恰と離も，その聞に於ける所員の街

究は既に多童文の業績と成9，皐界に霊堂表:せらるるに豆フたので，今回それらを畿

表順に蒐録し r鯛媒」第一輯として刊行した次第である.元主 b定期預討す物では

ないが，業績の集b衣第可及的迅速に編刊を出す筈である.

昭和二十牟十月一民
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